
狂
言
に
『
悪
坊
』
と
い
う
演
目
が
あ
断
一
以
下
に
内
容
を
略
述
す
る
。

西
近
江
の
出
家
者
が
東
近
江
へ
と
急
い
で
い
た
と
こ
ろ
、
長
刀
・
刀
を

持
っ
た
男
と
同
道
し
、
脅
迫
さ
れ
て
食
事
を
共
に
す
る
は
め
に
な
る
。

出
家
者
は
、
飯
屋
の
亭
主
か
ら
「
男
は
六
角
殿
の
同
朋
の
悪
坊
と
い
う

者
だ
」
と
教
え
て
も
ら
う
。
出
家
者
は
、
悪
坊
が
寝
入
っ
て
い
る
間
に
、

小
袖
を
「
こ
ろ
も
」
に
着
せ
替
え
、
長
刀
の
代
わ
り
に
「
か
ら
か
さ

（
傘
）
」
、
刀
の
代
わ
り
に
「
助
老
（
座
禅
の
小
休
止
の
時
に
顎
を
乗
せ

る
棒
）
」
を
持
た
せ
る
。
起
き
た
悪
坊
は
自
分
の
姿
に
肝
を
消
し
つ
つ

も
、
「
日
頃
、
酔
狂
い
た
す
故
に
か
や
う
の
事
に
逢
う
た
。
是
非
に
及

ば
ぬ
・
道
心
を
起
こ
そ
う
」
「
思
ひ
寄
ら
ず
の
遁
世
や
」
な
ど
と
言
い
、

助
老
・
傘
を
持
ち
、
法
衣
の
ま
ま
托
鉢
に
出
る
。

こ
の
出
家
座
頭
狂
言
の
展
開
は
、
前
稿
「
酔
人
出
家
・
破
戒
謨
の
系
譜

（
一
）
」
（
『
論
究
日
本
文
学
』
苅
号
、
平
成
二
年
五
月
）
で
論
じ
た
酔
婆

酔
人
出
家
・
破
戒
謹
の
系
譜

五
、
酔
悪
人
出
家
謹

酔
人
出
家
・
破
戒
誼
の
系
譜
（
二
）

ｌ
酒
が
一
番
悪
い
Ｉ

（
｜
｜
）

羅
門
・
酔
乞
者
出
家
誼
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
酒
に
酔
っ
た
男
が
僧
形
に
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
真
の
仏
道
修
行
者
と

な
る
」
と
い
う
内
容
だ
か
ら
で
あ
る
。
「
酔
狂
」
の
語
が
悪
坊
の
台
詞
の
中

に
見
え
、
悪
坊
が
「
酒
に
酔
う
こ
と
」
は
展
開
上
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
酔
婆
羅
門
出
家
護
が
仏
の
敵
対
者
で
あ
る

婆
羅
門
自
ら
が
釈
迦
の
も
と
を
訪
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
『
悪
坊
』

で
は
た
だ
の
酔
狂
な
乱
暴
者
が
た
ま
た
ま
路
次
で
僧
と
遭
遇
す
る
と
い
う
無

縁
性
に
新
味
が
あ
る
。
ま
た
、
「
寝
て
い
る
隙
に
僧
形
に
さ
れ
る
」
点
で
は

酔
乞
者
出
家
證
と
の
関
連
も
指
摘
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
出
家
座
頭
狂
言
に
は
、
『
悪
坊
』
と
そ
の
基
本
構
造
を
一
に

す
る
『
悪
太
郎
』
と
い
う
演
目
も
存
在
す
る
。
展
開
を
寛
永
一
九
年
成
立
の

大
蔵
虎
明
本
で
確
認
し
た
唾
本
文
引
用
に
際
し
て
は
読
解
の
便
宜
を
図
っ

て
、
漢
字
か
な
表
記
を
改
め
、
句
読
点
を
整
え
た
。
ま
た
、
会
話
を
示
す
「
」

を
補
い
、
私
に
改
行
し
た
。
た
だ
し
、
音
便
の
表
記
は
原
態
の
ま
ま
と
し
た
。

以
下
の
引
用
も
こ
れ
に
準
ず
る
。

は
じ
め
長
刀
持
っ
て
、
悪
坊
の
如
く
、
刀
を
差
い
て
、
小
袖
を
打
ち
掛

三
浦
俊
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け
て
、
酔
う
て
出
て
、
お
ぢ
の
所
へ
い
て
、
お
ぢ
を
呼
び
出
す
。
お
ぢ

出
て
、

「
何
事
ぞ
。
又
、
お
ぬ
し
は
酔
う
て
来
た
か
。
ま
づ
寝
よ
」
と
云
ふ
。

悪
太
郎
、

「
い
や
、
酔
は
い
程
に
、
酒
を
た
も
れ
。
飲
み
た
ひ
」
と
云
て
、
無
理

に
酒
を
乞
ひ
出
し
て
飲
ふ
で
、
暇
乞
ひ
を
し
て
出
て
、
道
に
酔
ふ
て
寝

て
い
る
時
、
お
ぢ
が
出
で
公
、

「
酔
ふ
た
上
に
、
ま
た
是
に
て
酒
を
飲
ふ
だ
程
に
、
道
に
寝
て
お
ら
ふ

程
に
、
見
て
ま
い
ら
ふ
」
と
云
て
、
寝
て
い
る
を
見
付
て
、

「
さ
れ
ば
こ
そ
言
語
道
断
の
事
じ
ゃ
。
あ
の
如
く
に
い
つ
も
し
て
お
ら

ば
、
道
具
も
、
着
る
物
も
取
ら
れ
て
、
外
聞
を
失
は
ふ
。
是
非
に
及
ば

ぬ
次
第
じ
や
。
い
た
し
や
う
が
あ
る
」
と
云
て
、
道
具
も
着
る
物
も
取

っ
て
、

「
か
し
ら
を
剃
ら
ふ
」
と
云
て
、
白
頭
巾
を
か
づ
か
せ
て
、
こ
ろ
も
、

数
珠
と
、
編
み
笠
を
そ
ば
に
置
き
、
編
み
笠
を
か
し
ら
に
掛
け
て
、
こ

ろ
も
を
ぱ
上
に
着
せ
て
、
お
ぢ
、

「
汝
が
名
を
ぱ
、
南
無
阿
弥
陀
仏
と
付
る
ぞ
、
ゑ
い
。
是
で
懲
り
や
う

と
存
ず
る
」
と
云
て
入
。

悪
太
郎
、
悪
坊
の
如
く
、
肝
つ
ぶ
し
、
「
嚥
斎
に
出
る
」
と
云
ふ
て
立

つ
Ｏ

そ
の
時
、
坊
主
、
念
仏
申
、
鉦
鼓
た
皇
ひ
て
出
る
を
、
悪
太
郎
、

「
あ
ら
奇
特
や
。
某
が
名
を
、
は
や
知
り
て
呼
ぶ
よ
」
と
云
、

念
仏
申
を
、
「
や
あ
ノ
、
」
と
云
。

「
や
ら
、
逸
興
な
も
の
が
あ
る
。
あ
の
や
う
な
も
の
に
構
ふ
が
悪
ひ
」
。

念
仏
申
せ
ば
、
そ
の
如
く
返
事
を
す
る
・
早
む
れ
ば
、
早
う
返
事
す
る
。

（
中
略
）

「
い
や
、
身
ど
も
は
念
仏
申
」
。

「
そ
れ
が
身
ど
も
が
名
じ
ゃ
に
よ
っ
て
返
事
を
す
る
」
。

「
お
ぬ
し
は
珍
し
い
名
を
付
い
た
」
。
（
中
略
）

「
付
け
ら
れ
た
名
の
訳
も
知
ら
ず
、
う
か
ノ
、
と
あ
り
く
と
こ
ろ
に
、

方
々
に
逢
ひ
て
、
殊
勝
な
る
事
を
承
る
。
か
や
う
の
事
も
多
生
の
縁
な

る
間
、
今
よ
り
し
て
は
方
々
の
弟
子
に
な
ら
ふ
」
。

「
尤
も
の
御
心
ざ
し
じ
や
。
弟
子
に
致
そ
う
」
（
下
略
）

こ
の
よ
う
に
狂
言
『
悪
太
郎
』
で
は
、
深
酒
を
し
た
甥
の
「
悪
太
郎
」
が

長
刀
な
ど
も
そ
の
ま
ま
に
川
辺
に
寝
込
ん
で
い
る
の
を
「
お
ぢ
」
が
見
て
、

戒
め
の
気
持
ち
か
ら
悪
太
郎
を
「
坊
主
」
姿
に
し
、
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と

い
う
阿
弥
号
を
悪
太
郎
に
吹
き
込
む
、
そ
の
後
、
悪
太
郎
は
念
仏
僧
と
出
会

い
、
珍
妙
な
会
話
の
末
に
弟
子
と
な
る
と
い
う
ド
ラ
マ
が
描
か
れ
て
い
る
。

引
用
し
た
虎
明
本
で
は
二
箇
所
に
「
悪
坊
の
如
く
」
と
見
え
、
本
作
が
『
悪

坊
』
の
影
響
下
に
成
立
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

狂
言
『
悪
坊
』
お
よ
び
『
悪
太
郎
』
が
、
先
行
す
る
「
酔
婆
羅
門
出
家
讃
」

を
継
承
し
て
い
る
こ
と
は
、
田
口
和
夫
氏
が
論
文
弓
悪
太
郎
』
の
形
成
と

展
開
」
（
二
一
弥
井
選
書
『
狂
言
論
考
雷
所
収
）
の
中
で
夙
に
指
摘
し
て
い
る
。

拙
稿
は
基
本
的
に
田
口
氏
論
文
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
酔
婆
羅
門
出
家

謨
と
し
て
の
狂
言
『
悪
太
郎
』
の
主
題
や
形
成
に
つ
い
て
、
田
口
氏
の
論
点

を
簡
単
に
整
理
し
て
お
く
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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①
『
悪
太
郎
』
の
主
題
は
、
「
悪
な
る
人
間
が
外
的
な
変
化
を
転
機
と
し
て
、

善
な
る
道
に
入
る
」
と
み
て
よ
い
。
（
同
書
皿
頁
）

②
『
悪
太
郎
』
に
は
、
中
心
趣
向
が
二
つ
あ
る
。
人
物
の
関
係
で
は
、
ａ
「
悪

太
郎
と
お
ぢ
」
と
、
ｂ
「
悪
太
郎
と
念
仏
僧
」
で
あ
り
、
筋
で
は
、
ａ
「
酒

に
酔
っ
て
は
悪
逆
を
す
る
悪
太
郎
が
、
寝
て
い
る
間
に
出
家
の
形
に
さ
れ
て
、

道
心
を
お
こ
す
こ
と
」
と
、
ｂ
「
念
仏
僧
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
そ
の
道

心
が
た
だ
し
く
弥
陀
信
仰
に
導
か
れ
る
こ
と
」
で
あ
る
。
ｂ
は
、
ａ
の
結
果

を
補
強
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
（
同
書
畑
頁
）

③
『
悪
太
郎
』
の
現
存
最
古
の
伝
本
と
し
て
虎
明
本
（
大
蔵
流
）
と
天
理
本

（
和
泉
流
）
が
あ
る
。
概
括
し
て
み
れ
ば
天
理
本
の
方
が
先
行
形
態
で
あ
る

が
、
両
本
の
、
出
家
す
る
ま
で
の
前
半
部
分
は
、
力
点
の
置
き
方
が
違
う
も

の
の
、
も
と
も
と
は
同
一
で
あ
る
。
（
同
書
幽
頁
）

④
虎
明
本
と
天
理
本
と
の
共
通
祖
形
は
『
悪
坊
』
と
同
一
に
な
る
。
（
同
書

、
頁
）

⑤
『
悪
太
郎
』
の
中
心
趣
向
ａ
と
『
悪
坊
』
全
体
の
中
心
趣
向
は
ま
っ
た
く

同
一
で
あ
り
、
主
題
も
ま
た
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
。
こ
の
二
曲
が
共
通
の

典
拠
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
（
同
書
四
頁
）

⑥
説
話
「
酔
婆
羅
門
出
家
」
が
、
狂
言
『
悪
太
郎
』
前
半
部
の
原
拠
で
あ
る
。

（
同
書
蠅
頁
）

⑦
説
話
「
酔
婆
羅
門
出
家
」
は
、
『
大
智
度
論
』
『
法
苑
珠
林
』
『
今
昔
物
語

集
』
『
金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
』
『
三
国
伝
記
』
『
沙
石
集
』
『
説
法
因
縁
集
』

『
法
華
経
直
談
妙
』
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
る
。
（
同
書
Ⅷ
頁
）

⑧
「
笑
」
や
「
教
化
」
の
効
果
を
舞
台
上
に
お
い
て
見
せ
る
た
め
に
、
説
話
と

酔
人
出
家
・
破
戒
讃
の
系
譜
（
二
）

は
違
う
『
悪
太
郎
』
独
自
の
も
の
と
し
て
念
仏
僧
が
登
場
し
た
。
（
同
書
蠅
頁
）

そ
の
他
、
伝
本
や
演
出
な
ど
に
つ
い
て
も
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
本
稿
で
は

引
用
を
控
え
る
。
田
口
氏
の
言
う
よ
う
に
、
確
か
に
狂
言
『
悪
太
郎
』
『
悪

坊
』
は
酔
婆
羅
門
出
家
證
を
原
拠
と
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、

田
口
氏
の
論
究
し
な
か
っ
た
問
題
点
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
「
悪
太
郎
が
酒
に
酔
っ
た
後
、
路
傍
に
臥
す
」
と
い
う
展
開
の
持

つ
意
味
で
あ
る
。
こ
の
展
開
は
、
田
口
氏
の
い
う
「
筋
の
上
で
の
ａ
」
の
一

部
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
拠
で
あ
る
『
大
智
度
論
』
や
『
法
苑
珠
林
』
、
日

本
に
お
け
る
享
受
を
示
す
『
今
昔
物
語
集
』
『
三
国
伝
記
』
な
ど
に
「
路
傍

に
臥
す
」
と
い
う
記
述
は
な
い
。
そ
の
展
開
を
有
す
る
の
は
『
鼻
奈
耶
』
や

『
日
本
霊
異
記
』
で
あ
る
（
前
稿
二
章
）
が
、
狂
言
作
者
が
律
書
や
『
日
本

霊
異
記
』
を
参
看
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
両
書
に
お
け
る
「
熟
睡
」
の
モ

チ
ー
フ
は
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
全
体
の
中
の
ほ
ん
の
一
部
分
で
し
か
な
い
か

ら
で
あ
る
。
他
に
出
典
が
存
す
る
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら

く
は
悪
酔
い
し
た
者
に
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
様
態
と
し
て
形
象
化
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
酔
婆
羅
門
の
よ
う
に
、
酒
に
酔
っ
た
折

に
た
ま
た
ま
出
家
の
心
を
起
こ
す
人
間
な
ど
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
全
く

出
家
の
意
志
を
持
た
な
い
登
場
人
物
を
、
酒
に
酔
っ
た
後
に
僧
形
に
す
る
ド

ラ
マ
を
描
く
か
ら
に
は
、
衣
類
を
脱
が
せ
、
剃
髪
さ
せ
る
間
も
乱
暴
者
が
じ

っ
と
し
て
い
る
状
態
、
す
な
わ
ち
泥
酔
し
熟
睡
し
て
い
る
状
態
を
設
定
す
る

必
要
が
あ
っ
た
。
狂
言
作
者
は
、
ド
ラ
マ
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
求
め
て
「
路
傍

で
寝
入
る
乱
暴
者
」
と
い
う
極
端
な
人
物
像
を
作
り
出
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
結
果
的
に
、
こ
の
「
悪
酔
い
」
か
ら
「
路
傍
で
の
熟
睡
」
へ
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と
い
う
展
開
は
、
暴
力
的
な
酔
っ
払
い
の
多
難
な
行
く
末
、
あ
る
意
味
で
は

「
因
果
応
報
」
「
悪
因
悪
果
」
を
予
感
さ
せ
る
絶
好
の
演
出
と
な
っ
て
、
観

客
の
失
笑
を
誘
う
こ
と
と
な
っ
た
。

「
長
刀
・
刀
」
に
も
問
題
が
あ
る
。
ど
の
流
派
の
狂
言
に
お
い
て
も
、
悪

太
郎
は
長
刀
や
刀
を
持
っ
て
登
場
し
、
寝
て
い
る
隙
に
お
じ
に
持
ち
去
ら
れ

て
し
ま
う
。
例
え
ば
大
蔵
流
の
山
本
東
氏
書
写
本
に
は
、
そ
の
展
開
が
「
長

刀
・
小
サ
刀
を
取
り
、
厚
板
を
脱
が
せ
て
取
り
、
代
り
に
編
綴
・
数
珠
・
塗

笠
を
置
き
」
と
小
書
き
し
て
あ
駒
一

し
か
し
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
悪
太
郎
が
長
刀
を
当
初
か
ら
持
っ
て
い

た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
田
口
氏
は
こ
の
点
に
関
し
て
、
「
虎
明
本
に
お
い
て
は
、

酔
狂
と
い
う
状
態
を
は
じ
め
か
ら
み
せ
て
い
る
の
で
、
長
刀
を
も
っ
て
で
る

必
然
性
が
あ
る
」
が
、
天
理
本
に
お
い
て
は
「
し
ら
ふ
で
「
ミ
ま
ひ
二
行
」
く

わ
け
だ
か
ら
、
長
刀
を
も
っ
て
で
る
必
然
性
が
う
す
い
」
と
言
及
し
（
前
掲
書

Ⅷ
頁
）
、
さ
ら
に
「
天
理
本
が
、
本
来
あ
る
べ
き
「
狂
」
の
状
態
を
は
な
れ
て

「
和
」
の
状
態
か
ら
出
発
さ
せ
た
こ
と
も
、
徹
底
し
た
悪
人
と
し
て
え
が
き
え

な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
理
解
さ
れ
る
」
（
同
書
刷
頁
）
と
論

述
し
て
い
る
。
本
章
で
は
特
に
、
天
理
本
に
「
長
刀
を
持
っ
て
出
る
必
然
性

の
薄
い
悪
太
郎
」
と
い
う
人
物
設
定
が
見
え
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

本
章
で
は
狂
言
に
登
場
す
る
酔
狂
の
男
た
ち
、
悪
坊
や
悪
太
郎
を
紹
介
し

た
。
こ
れ
ら
の
人
物
の
よ
う
に
、
「
長
刀
や
刀
な
ど
の
武
具
を
持
つ
乱
暴
者

が
、
酔
っ
て
路
傍
で
寝
て
い
る
間
に
僧
形
に
さ
れ
た
の
を
契
機
に
出
家
す
る
」

と
い
う
型
の
説
話
を
、
本
稿
で
は
「
酔
悪
人
出
家
證
」
と
仮
称
す
る
こ
と
と

す
る
。
「
酔
婆
羅
門
出
家
證
」
と
は
別
に
殊
更
に
こ
の
型
を
設
定
し
た
の
は
、

本
章
で
は
、
上
田
秋
成
の
『
春
雨
物
語
』
第
七
回
「
捨
石
丸
」
（
以
下
『
捨

石
丸
』
と
表
記
す
る
）
を
取
り
上
げ
る
。
引
用
は
『
上
田
秋
成
全
集
』
所
収

の
文
化
五
年
本
（
桜
山
文
庫
本
）
に
拠
っ
麓
↑
私
に
一
箇
所
だ
け
傍
線
を
引

い
た
。

（
前
略
）
捨
石
丸
と
云
は
、
脊
六
尺
に
余
り
て
、
肥
ふ
と
り
、
世
に
す

（
く
）

ぐ
れ
、
酒
よ
く
の
み
て
ら
ふ
。
長
者
の
心
に
か
な
ひ
、
酒
飲
む
時
は
必

呼
よ
せ
た
り
。
或
時
、
長
者
酔
の
す
蛍
み
に
、
「
お
の
れ
は
酒
よ
く
飲

め
ど
、
酔
て
は
野
山
を
忘
れ
臥
故
に
、
石
捨
た
り
と
云
あ
だ
名
は
呼
ば

（
涙
）
（
熊
）

る
鼻
也
。
よ
く
■
入
た
ら
ん
に
は
、
態
、
狼
に
食
ら
は
る
べ
し
。
此
剣

は
、
五
代
の
祖
の
力
量
に
ほ
こ
り
て
、
刃
広
に
う
（
た
）
せ
給
へ
る
也
。

野
山
の
狩
を
好
み
て
、
あ
ら
熊
に
出
あ
ひ
、
い
か
り
に
ら
ま
へ
、
歯
む

き
て
向
来
た
る
を
、
此
剣
い
き
て
、
腹
を
さ
し
、
首
う
ち
て
帰
ら
れ
し

よ
り
、
熊
切
丸
と
名
呼
ぱ
せ
し
也
、
お
の
れ
必
酔
ふ
し
て
食
ら
は
れ
ん
。

此
剣
常
に
帯
よ
・
守
り
神
な
ら
ん
」
と
て
、
た
ま
へ
る
。
椎
い
た
塗
き
、

こ
の
酔
悪
人
出
家
謨
の
「
刀
剣
類
を
携
帯
し
て
い
る
こ
と
」
と
「
酔
っ
て
路

傍
に
臥
す
こ
と
」
の
二
つ
の
要
素
が
、
次
章
で
取
り
上
げ
る
作
品
に
お
い
て

大
き
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
本
章
ま
で
で
「
酔
婆
羅
門
」
「
酔
乞
者
」
「
酔
優
婆
塞
」
「
酔

悪
人
」
な
ど
の
説
話
を
取
り
扱
っ
て
き
た
。
以
下
、
こ
の
四
者
を
総
称
す
る

場
合
に
は
「
酔
人
」
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

六
、
秋
成
「
捨
石
丸
」
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「
熊
、
狼
は
手
取
り
に
せ
ん
、
鬼
や
出
て
食
ら
ひ
つ
ら
ん
、
鬼
去
丸
と

申
さ
ん
」
と
て
、
左
に
置
き
、
よ
ろ
こ
び
の
酒
と
て
す
ふ
む
ほ
ど
に
、

（
わ
）

酌
に
た
つ
わ
ら
は
め
、
「
今
は
三
升
に
も
過
た
ら
ん
」
と
て
、
い
ら
ふ

く
Ｏ

此
心
よ
き
に
、
野
風
を
浴
び
ん
と
て
、
立
つ
足
し
ど
ろ
に
立
ち
行
。
長

者
見
て
、
得
さ
せ
し
剣
失
ふ
く
し
。
帰
る
を
見
と
宜
め
ん
と
て
立
も
、

足
よ
る
ぼ
ひ
た
り
。
小
伝
次
、
父
あ
や
う
し
と
て
、
跡
に
付
て
行
。
は

た
、
流
あ
る
所
に
打
た
を
れ
、
足
は
ひ
た
し
て
、
剣
は
枕
の
か
た
に
捨

た
り
。
か
く
ぞ
あ
ら
ん
と
て
、
長
者
取
り
た
る
に
、
目
覚
め
、
給
ひ
し

を
又
奪
ひ
給
ふ
や
と
て
、
主
忘
れ
争
ふ
。
父
力
に
堪
へ
ね
ば
、
剣
持
ち

な
が
ら
、
仰
向
き
に
な
り
て
、
捨
石
其
上
に
ま
た
が
る
。
小
伝
次
は
る

か
に
見
て
、
丸
を
引
た
を
し
、
父
を
助
け
ん
と
す
れ
ど
、
力
弱
く
て
、

心
ゆ
か
ず
。
丸
、
又
小
伝
次
を
右
手
に
捕
ら
へ
て
、
「
和
子
よ
何
を
か

す
」
と
、
前
に
引
ま
は
し
、
父
の
上
に
据
え
た
り
。
さ
れ
ど
、
主
と
い

ふ
心
や
付
き
け
ん
、
い
た
は
る
ほ
ど
に
、
父
を
助
け
て
、
丸
を
強
く
突

き
倒
す
。
父
、
起
き
上
が
り
て
剣
を
と
り
、
「
己
は
誠
に
日
本
一
の
力

量
ぞ
。
武
蔵
坊
と
申
せ
し
は
、
西
塔
一
の
法
師
也
」
と
、
う
た
謡
ひ
て

行
。
捨
石
、
あ
と
に
つ
き
、
「
衣
河
へ
と
急
る
Ｌ
」
と
拍
子
と
り
て
来

る
。
父
が
剣
に
手
か
け
て
、
奪
は
ん
や
と
す
る
に
、
抜
出
て
、
己
が
腕

に
突
き
立
て
し
か
ど
、
長
者
の
面
に
そ
塾
き
て
、
血
に
ま
み
れ
た
り
。

小
伝
次
、
父
を
あ
や
め
し
や
と
て
、
後
よ
り
強
く
捕
ら
へ
た
り
。
捕
ら

へ
た
る
を
、
又
引
ま
は
し
て
、
面
を
打
つ
。
是
も
い
さ
鼻
か
血
そ
ふ
き

か
け
た
り
。
父
は
子
を
過
ち
し
か
と
て
、
剣
の
鞘
も
て
、
丸
が
つ
ら
を

酔
人
出
家
・
破
戒
證
の
系
譜
（
二
）

打
つ
・
抜
た
る
に
受
け
て
、
何
や
ら
ん
謡
ひ
つ
典
、
又
父
を
捕
ら
ふ
。

さ
す
が
に
刀
は
当
て
ざ
れ
ど
、
己
が
血
の
流
て
、
長
者
の
衣
に
染
み
た

り
。
家
の
子
ど
も
一
・
二
人
追
来
て
、
「
こ
わ
や
御
二
人
を
殺
す
よ
」

と
て
、
前
後
ろ
に
取
り
付
く
。
さ
て
は
あ
や
ま
り
つ
と
思
て
、
二
人
の

男
を
左
右
の
腋
に
か
い
は
さ
み
、
「
主
殺
し
は
せ
ぬ
ぞ
」
と
て
逃
行
。

二
人
の
男
ら
、
捕
ら
は
れ
な
が
ら
、
「
主
殺
し
よ
」
と
て
、
を
ら
び
云
。

さ
て
は
父
子
と
も
に
我
過
ち
し
よ
と
て
、
二
人
の
男
を
深
き
流
に
打
こ

み
て
逃
ゆ
く
。
（
下
略
）

い
さ
さ
か
長
文
の
引
用
と
な
っ
た
の
で
、
下
略
部
分
も
含
め
全
体
を
要
約

す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
常
に
酒
に
酔
っ
て
は
野
山
に
臥
す
「
捨
石
丸
」

が
、
小
田
長
者
と
三
升
も
の
酒
を
飲
み
、
賜
っ
た
ば
か
り
の
剣
を
枕
元
に
置

い
た
ま
ま
、
川
辺
で
寝
て
し
ま
う
。
剣
を
取
り
返
そ
う
と
す
る
長
者
や
、
そ

の
子
「
小
伝
次
」
と
操
み
合
い
に
な
り
、
三
人
と
も
血
ま
み
れ
に
な
る
。
捨

石
丸
は
、
長
者
の
家
の
子
ど
も
二
人
を
川
に
投
げ
込
む
。
二
人
は
水
死
し
、

翌
朝
、
長
者
も
頓
死
す
る
。
逃
走
後
、
捨
石
丸
は
相
撲
取
り
と
な
り
、
や
が

て
前
非
を
悔
い
改
め
て
、
豊
前
国
の
岩
山
に
燧
道
を
掘
り
始
め
る
。
敵
討
ち

に
来
た
小
伝
次
の
協
力
も
得
て
、
捨
石
丸
は
燧
道
を
貫
通
さ
せ
る
が
病
死
す

る
。
そ
の
後
、
捨
石
丸
は
「
捨
石
明
神
」
と
し
て
祀
ら
れ
、
祠
が
建
て
ら
れ

て
国
中
の
民
に
崇
め
ら
れ
た
。

『
捨
石
丸
』
の
展
開
は
や
や
変
則
的
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
酔
婆
羅

門
・
酔
乞
者
出
家
讃
の
系
譜
の
上
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
世

に
す
ぐ
れ
酒
よ
く
飲
み
食
ら
ふ
」
捨
石
丸
は
、
主
人
で
あ
る
長
者
と
と
も
に

「
三
升
に
も
過
ぎ
」
る
ぼ
ど
の
酒
を
飲
ん
で
、
「
流
あ
る
所
に
打
ち
倒
れ
」

一
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た
後
、
賜
っ
た
「
剣
」
を
失
っ
て
逃
走
す
る
が
、
最
終
的
に
は
オ
ホ
ナ
ム
チ

や
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
、
も
し
く
は
行
基
菩
薩
と
も
比
す
べ
き
偉
業
を
成
し
、
「
捨

石
明
神
」
と
し
て
国
中
の
民
の
崇
拝
の
対
象
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
酔
婆
羅
門
・
酔
乞
者
出
家
讃
と
の
相
違
点
も
あ
る
。
捨
石
丸
は
、

刀
剣
を
奪
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
時
に
目
覚
め
て
お
り
、
剃
髪
さ
せ
ら
れ
た
わ

け
で
は
な
い
。
田
口
氏
の
い
う
「
外
的
な
変
化
」
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

彼
の
持
ち
物
で
あ
る
刀
剣
は
取
ら
れ
（
取
り
返
さ
れ
）
、
事
件
後
、
自
ら
の

行
動
を
悔
い
改
め
た
彼
は
、
苦
行
を
強
い
て
難
工
事
を
完
遂
し
て
い
る
。
捨

石
丸
は
、
言
わ
ば
「
心
の
出
家
」
を
見
事
に
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
本
話
に
お
け
る
「
刀
」
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
悪
坊

や
悪
太
郎
は
最
初
か
ら
長
刀
・
刀
を
持
つ
男
と
し
て
形
象
化
さ
れ
て
い
る

が
、
捨
石
丸
は
長
者
に
譲
ら
れ
る
形
で
剣
を
入
手
す
る
・
こ
の
部
分
だ
け
は
、

悪
坊
・
悪
太
郎
を
も
含
む
酔
狂
の
男
た
ち
の
ど
の
説
話
に
も
見
え
な
い
展
開

で
あ
る
。
た
だ
、
前
章
で
強
調
し
た
通
り
、
天
理
本
『
悪
太
郎
』
に
お
け
る

悪
太
郎
は
「
長
刀
を
持
っ
て
出
る
必
然
性
の
薄
い
」
「
徹
底
し
た
悪
人
と
し

て
描
き
え
な
く
な
っ
た
」
人
物
に
変
形
し
つ
つ
あ
っ
た
。
「
捨
石
丸
」
も
ま

た
、
怪
力
を
持
つ
巨
漢
で
は
あ
っ
て
も
本
来
暴
力
的
な
男
で
は
な
く
、
愛
す

べ
き
大
酒
飲
み
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
長
刀
を
常
時
携
帯
し

自
在
に
操
る
本
来
の
「
悪
太
郎
」
像
と
は
異
な
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
り
、

本
来
「
刀
剣
」
を
持
つ
べ
き
で
な
い
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

野
山
で
熊
や
狼
に
出
会
っ
た
時
の
護
身
用
に
と
、
主
人
か
ら
賜
っ
た
名
剣

を
、
捨
石
丸
は
恭
し
く
頂
戴
し
て
、
「
熊
、
狼
は
手
捕
り
に
せ
ん
、
鬼
や
出

で
て
食
ら
ひ
つ
ら
ん
、
鬼
去
丸
と
申
さ
ん
」
と
言
っ
て
、
「
左
に
置
き
」
と

本
文
（
傍
線
部
）
に
あ
る
。
こ
の
「
左
に
置
く
」
と
い
う
何
げ
な
い
描
写
だ

け
で
江
戸
時
代
の
読
者
に
は
「
捨
石
丸
は
刀
剣
を
持
つ
べ
き
人
物
で
な
い
」

と
い
う
こ
と
が
強
く
印
象
付
け
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
表
現
に
つ
い
て
、

美
山
靖
氏
は
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
春
雨
物
語
書
初
襯
嫌
海
』
の
当
該
箇

所
の
頭
注
の
中
で
、
「
右
に
置
く
の
が
正
し
い
作
法
。
礼
儀
作
法
に
無
知
な

捨
石
丸
の
挙
動
を
表
現
し
た
」
と
的
確
に
指
摘
し
て
い
誼
分
不
相
応
な
名

剣
が
、
無
作
法
な
捨
石
丸
に
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
描
写
さ
れ
、
以
後
に
起
こ

る
で
あ
ろ
う
不
幸
な
事
件
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
刀
剣
こ
そ
が
結
果
的

に
連
鎖
的
殺
人
と
い
う
悲
劇
を
生
み
出
し
、
ド
ラ
マ
を
大
き
く
動
か
し
た
こ

と
を
思
え
ば
、
「
捨
石
丸
は
刀
剣
を
持
つ
べ
き
人
物
で
な
い
」
と
い
う
こ
と

を
さ
ら
り
と
表
現
し
た
当
該
箇
所
は
、
『
捨
石
丸
』
の
全
体
構
想
を
支
え
る

非
常
に
見
事
な
表
現
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で
も
美
山
氏
の
指
摘
は
重
要
で

あ
る
。
こ
う
し
た
人
物
造
形
は
『
捨
石
丸
』
独
自
の
も
の
で
あ
り
、
秋
成
の

面
目
躍
如
た
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

捨
石
丸
の
「
刀
剣
を
持
つ
べ
き
で
な
い
の
に
、
現
実
に
は
そ
れ
を
持
っ
て

い
る
酔
人
」
と
し
て
の
登
場
、
「
路
傍
で
の
眠
り
」
、
そ
の
後
の
運
命
の
大
転

換
と
い
う
展
開
は
酔
悪
人
出
家
謨
、
す
な
わ
ち
狂
言
『
悪
太
郎
』
の
そ
れ
と

一
致
し
て
い
る
。
『
雨
月
物
語
』
『
春
雨
物
語
』
を
中
心
に
秋
成
の
著
作
に
お

け
る
謡
曲
（
能
本
）
の
影
響
に
関
す
る
先
行
研
究
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
し

か
し
、
狂
言
の
享
受
に
関
す
る
指
摘
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
江
戸
期
に
お

い
て
狂
言
の
詞
章
が
謡
曲
ほ
ど
固
定
化
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
そ
の
こ

と
と
も
関
わ
っ
て
古
い
狂
言
本
が
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
厳
密

な
比
較
研
究
を
妨
げ
て
い
る
。
秋
成
は
お
そ
ら
く
能
楽
だ
け
で
な
く
狂
言
も
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多
く
鑑
賞
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
そ
の
目
で
『
悪
坊
』
や
『
悪

太
郎
』
を
見
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
秋
成
が
本
当
に
狂
言
『
悪
太
郎
』

を
見
、
そ
れ
を
参
照
し
て
『
捨
石
丸
』
を
書
い
た
の
か
ど
う
か
、
そ
れ
も
「
長

刀
」
の
要
素
の
薄
い
天
理
本
系
の
演
出
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
を

検
証
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、
本
稿
で
主
張
し
て
お
き
た
い
の
は
、

『
捨
石
丸
』
は
、
単
に
「
酔
婆
羅
門
出
家
謹
」
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
と
い

う
よ
り
は
、
「
刀
剣
所
持
」
と
「
路
傍
で
の
熟
睡
、
所
持
品
の
放
置
」
と
い

う
展
開
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
狂
言
『
悪
太
郎
』
型
の
ド
ラ
マ
を
踏
ま

え
て
構
想
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
は
『
捨
石
丸
』
の
構
想
に
つ
い
て
も
う
一
点
指
摘
し

た
い
こ
と
が
あ
る
。
『
捨
石
丸
』
で
は
衝
動
的
連
続
的
に
傷
害
事
件
が
発
生

す
る
。
水
辺
で
寝
て
い
た
捨
石
丸
の
名
剣
を
保
管
し
よ
う
と
長
者
が
手
を
出

し
た
と
こ
ろ
、
捨
石
丸
が
折
あ
し
く
目
覚
め
る
。
捨
石
丸
は
主
人
と
気
が
付

か
ず
に
操
み
合
い
と
な
り
、
両
者
と
も
に
「
血
に
ま
み
れ
」
る
。
長
者
の
息

子
は
、
捨
石
丸
が
父
を
傷
つ
け
た
か
と
誤
解
し
て
格
闘
と
な
り
「
血
そ
そ
ぎ

か
け
」
、
父
は
ま
た
我
が
子
が
傷
つ
け
ら
れ
た
か
と
誤
解
し
て
捨
石
丸
を
乱

打
す
る
。
家
の
子
ど
も
も
乱
闘
に
参
入
す
る
。
酒
の
酔
い
、
名
剣
の
保
全
、

父
子
の
情
愛
、
主
従
関
係
な
ど
様
々
な
条
件
が
重
な
っ
た
混
乱
の
末
に
複
数

の
死
者
が
出
る
の
で
あ
る
。
こ
の
展
開
の
中
に
「
酔
優
婆
塞
破
戒
謨
」
の
影

響
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
長
者
の
家
の
子
ど
も
が
「
こ
わ
や
、
御
二
人
を
殺
す
よ
」

と
詰
問
し
た
時
に
、
捨
石
丸
が
心
の
中
で
は
「
さ
て
は
誤
り
つ
」
と
思
い
な

が
ら
「
主
殺
し
は
せ
ぬ
ぞ
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
捨
石
丸

酔
人
出
家
・
破
戒
讃
の
系
潜
（
二
）

本
人
に
と
っ
て
明
ら
か
な
「
嘘
」
で
あ
る
。
「
主
殺
し
は
せ
ぬ
ぞ
」
と
確
信

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
逃
げ
る
必
要
が
な
い
。
こ
の
嘘
に
は
「
酔
い
」
と
「
寝

起
き
」
と
い
う
二
重
の
判
断
の
鈍
さ
が
関
与
し
て
い
る
。
彼
は
、
確
信
が
持

て
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
「
主
殺
し
は
せ
ぬ
ぞ
」
と
言
う
。
「
飲
酒
」
し
て
「
殺

生
」
に
関
す
る
「
妄
語
」
を
言
う
。
こ
の
展
開
は
『
宝
物
集
』
ほ
か
所
収
の

「
酔
優
婆
塞
破
戒
誼
」
と
共
通
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
前
稿
三
・
四
章
で

確
認
し
た
通
り
、
『
薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
』
や
『
宝
物
集
』
所
収
の
酔
優
婆

塞
破
戒
誼
に
お
け
る
「
殺
生
」
は
あ
く
ま
で
「
鶏
」
を
め
ぐ
っ
て
の
そ
れ
で

あ
り
「
人
殺
し
」
で
は
な
い
。
ま
た
、
「
流
血
」
の
要
素
や
連
続
殺
人
と
い

う
点
か
ら
は
『
三
国
伝
記
』
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

両
書
間
の
主
題
や
全
般
的
な
展
開
は
大
い
に
異
な
っ
て
い
る
か
ら
、
強
引
な

付
会
は
避
け
た
い
。
確
言
で
き
る
の
は
「
妄
語
」
の
要
素
が
酔
優
婆
塞
破
戒

謨
と
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
共
通
点
は
重
要
で
あ
る
。

さ
て
、
秋
成
の
形
象
化
し
た
捨
石
丸
像
を
本
稿
の
趣
旨
に
沿
っ
て
ま
と
め

て
お
く
。

酔
っ
ぱ
ら
っ
て
、
主
人
か
ら
拝
領
し
た
剣
を
捨
て
る
か
の
よ
う
に
放
置
し

て
川
辺
に
倒
れ
て
い
た
捨
石
丸
の
姿
は
、
仏
具
を
投
げ
出
し
て
臥
し
て
い
た

「
嘆
偶
」
や
、
長
刀
を
投
げ
出
し
て
臥
し
て
い
た
「
悪
太
郎
」
な
ど
と
酷
似

し
て
い
る
。

ま
た
、
酒
の
酔
い
に
よ
る
半
睡
状
態
だ
っ
た
か
ら
と
は
言
え
、
連
鎖
的
に

人
を
殺
し
て
し
ま
い
、
「
さ
て
は
あ
や
ま
り
っ
」
と
思
い
な
が
ら
「
主
殺
し

は
せ
ぬ
ぞ
」
と
主
張
す
る
展
開
は
、
飲
酒
戒
を
破
る
こ
と
に
よ
っ
て
殺
生
戒

や
妄
語
戒
な
ど
他
の
戒
律
を
も
忽
ち
に
し
て
破
っ
た
優
婆
塞
の
説
話
と
重
な

一
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っ
て
く
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
酔
い
が
醒
め
た
時
に
、
自
分
の
主
人
を
傷
つ
け
た
こ
と

に
驚
い
て
逃
げ
去
る
捨
石
丸
の
姿
は
、
酔
い
が
醒
め
た
時
に
自
ら
が
出
家
の

体
を
し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
て
走
り
去
っ
た
婆
羅
門
の
姿
と
同
じ
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
『
捨
石
丸
』
は
、
酔
婆
羅
門
出
家
諌
、
酔
悪
人
出
家
諌
、
『
宝
物

集
』
型
の
酔
優
婆
塞
破
戒
讃
な
ど
、
酒
に
酔
っ
た
男
の
説
話
群
を
構
成
し
直

し
て
形
象
化
さ
れ
た
よ
う
な
複
雑
な
展
開
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。
も
ち

ろ
ん
実
際
問
題
と
し
て
は
、
秋
成
自
身
が
こ
れ
ら
の
説
話
を
煩
瓊
な
作
業
を

通
じ
て
操
作
し
、
『
捨
石
丸
』
を
構
成
し
た
と
は
到
底
思
え
な
い
。
し
か
し
、

前
半
部
の
酔
人
誼
は
狂
言
『
悪
太
郎
』
型
の
説
話
が
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
後
半
部
の
難
工
事
完
遂
謨
は
大
分
県
耶
馬
渓
に
お
け
る
禅
海
の
「
青
の

洞
門
」
開
鑿
謹
を
利
用
し
て
描
か
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

『
春
雨
物
語
』
に
は
伝
本
の
問
題
が
あ
る
。
遂
に
板
行
さ
れ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
『
春
雨
物
語
』
に
は
、
秋
成
自
筆
『
春
雨
草
紙
』
断
簡
と
、
文
化
五

年
本
系
の
写
本
、
天
理
冊
子
本
『
春
雨
物
語
』
、
天
理
巻
子
本
な
ど
が
あ
る
。

『
捨
石
丸
』
に
限
れ
ば
、
『
春
雨
草
紙
』
・
文
化
五
年
本
系
桜
山
文
庫
本
・
天

理
冊
子
本
が
あ
り
、
本
文
に
少
な
か
ら
ぬ
異
同
が
存
す
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か

秋
成
の
最
終
稿
本
で
あ
る
富
岡
本
に
『
捨
石
丸
』
は
採
ら
れ
て
い
な
い
。
お

そ
ら
く
は
、
構
想
を
同
じ
う
す
る
大
作
『
奨
噌
』
を
『
春
雨
物
語
』
最
終
話

に
持
っ
て
く
る
こ
と
で
彼
な
り
に
納
得
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

狂
言
『
悪
太
郎
』
に
は
「
悪
に
強
い
は
善
に
も
強
晦
」
と
い
う
慣
用
句
が

使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
句
は
、
『
摩
訶
止
睡
巻
第
八
下
第
五
「
魔
事
の
境
を

観
ず
」
を
承
け
て
成
立
し
た
「
魔
仏
一
如
駄
』
な
る
思
想
と
も
関
連
し
て
お

り
、
秋
成
の
『
雨
月
物
語
』
「
青
頭
巾
」
の
「
心
放
せ
ば
妖
魔
と
な
り
、
収

む
る
時
は
仏
果
を
得
る
」
や
、
『
奨
噌
』
の
「
心
を
さ
む
れ
ば
誰
も
仏
心
也
。

放
て
ば
妖
魔
」
と
も
響
き
合
っ
て
い
る
。
特
に
『
癸
噌
』
の
「
『
心
を
さ
む

れ
ば
誰
も
仏
心
也
。
放
て
ば
妖
魔
』
と
は
、
こ
の
奨
噌
の
こ
と
な
り
け
り
」

と
い
う
結
び
の
言
葉
は
、
そ
の
ま
ま
『
捨
石
丸
』
に
入
れ
替
え
る
こ
と
の
で

き
る
も
の
で
あ
る
。
秋
成
は
、
怪
力
の
巨
漢
「
捨
石
丸
」
を
設
定
し
、
こ
れ

を
酒
乱
ゆ
え
の
殺
生
に
追
い
込
み
、
し
か
し
逆
縁
を
も
っ
て
こ
れ
を
改
悟
せ

し
め
、
土
地
の
「
明
神
」
に
ま
で
昇
華
さ
せ
る
こ
と
で
、
『
奨
噌
』
に
端
的

に
示
さ
れ
た
「
魔
仏
一
如
」
の
ド
ラ
マ
を
描
こ
う
と
し
た
。
酒
へ
の
弱
さ
、

自
分
へ
の
甘
さ
、
腕
力
の
強
都
ぱ
ど
を
乗
り
越
え
た
「
真
に
強
い
人
間
の
物

語
」
を
求
め
た
の
で
あ
る
。

狂
言
『
六
人
僧
』
に
も
『
悪
坊
』
『
悪
太
郎
』
同
様
、
「
酔
人
出
家
讃
」
が

利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
前
述
の
一
連
の
説
話
群
と
は
か
な
り

異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
元
禄
一
三
年
刊
『
続
狂
言
記
』
巻
三
（
九
）

に
『
六
人
僧
』
の
本
文
が
あ
称
』
こ
の
『
六
人
僧
』
に
つ
い
て
、
新
日
本
古

典
文
学
大
系
『
狂
言
記
』
曲
名
索
引
の
略
解
説
に
は
、
「
出
家
狂
言
。
江
戸

後
期
以
降
の
和
泉
・
鷺
流
に
あ
る
の
み
で
、
狂
言
記
が
原
形
。
男
三
人
で
寺

参
り
の
途
中
、
眠
っ
た
男
の
頭
を
二
人
が
剃
る
・
剃
ら
れ
た
男
は
家
に
帰
り
、

二
人
の
妻
た
ち
に
夫
が
死
ん
だ
と
告
げ
て
そ
の
頭
を
剃
り
、
戻
っ
た
男
た
ち

に
は
妻
が
尼
に
な
っ
た
と
告
げ
て
そ
の
頭
を
剃
る
。
二
組
の
夫
婦
は
怒
っ
て

七
、
狂
言
『
六
人
僧
』
ほ
か

二
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男
の
妻
の
頭
を
剃
り
、
六
人
み
な
で
後
生
を
願
う
。
」
と
あ
る
。
言
わ
ば
、

寝
入
っ
た
男
の
剃
髪
を
契
機
に
連
鎖
的
に
六
人
が
頭
を
丸
め
る
話
で
あ
る
。

該
当
部
を
「
和
泉
・
鷺
流
の
原
形
」
と
い
う
『
続
狂
言
記
』
で
確
認
す
る
。

五
章
同
様
の
読
解
の
便
宜
を
図
っ
た
。

シ
テ
「
罷
出
た
る
者
は
、
此
当
り
に
住
居
致
す
者
で
ご
さ
る
、
此
中
思
ひ
立

て
、
仏
詣
致
さ
ふ
と
存
る
、
某
斗
で
も
な
し
、
一
両
人
申
合
た
方
が
ご

ざ
る
程
に
、
こ
れ
を
誘
ふ
て
、
道
同
致
さ
ふ
と
存
ず
る
、
参
る
程
に
是

で
ご
ざ
る
、
誰
殿
、
御
宿
に
ご
ざ
る
か
」
（
中
略
）

（
シ
テ
）
「
や
、
殊
の
外
く
た
び
れ
て
ご
ざ
る
、
折
節
こ
れ
に
辻
堂
が
ご
ざ

（
く
た
び
れ
）

る
、
先
腰
を
掛
け
て
、
休
み
ま
せ
ふ
、
あ
生
い
こ
ふ
草
臥
て
ご
ざ
る
、

ち
と
某
は
ま
ど
ろ
み
ま
せ
ふ
」
（
中
略
）

ア
ド
「
ち
と
是
へ
ご
ざ
れ
、
申
、
よ
ふ
寝
入
っ
た
と
見
へ
た
、
就
夫
最
前
あ

の
人
が
何
事
を
し
た
り
と
も
、
腹
を
立
ま
い
と
言
は
れ
た
程
に
、
ち
と

な
ぶ
っ
て
み
ま
せ
ふ
」
（
中
略
）

初
ア
「
あ
の
人
は
寝
濃
い
程
に
、
こ
か
い
て
も
知
ら
れ
ま
い
、
い
ざ
坊
主
に

な
さ
ふ
」

後
ア
「
夫
は
あ
ま
り
じ
ゃ
が
」

初
ア
「
い
や
ノ
、
、
何
ご
と
も
腹
を
立
ま
い
と
言
ふ
か
ら
は
苦
し
う
有
ま
い

（
下
略
）
」

こ
の
狂
言
『
六
人
僧
』
で
最
初
に
僧
形
に
さ
れ
た
男
は
剃
髪
さ
れ
る
の
に

も
気
付
か
ぬ
ほ
ど
寝
入
っ
て
い
る
が
、
酒
に
酔
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
酔
」
の
要
素
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
主
人
公
た
ち
の

行
為
か
ら
「
飲
酒
」
を
排
除
し
、
「
旅
」
の
疲
れ
と
い
う
新
し
い
要
素
を
導

酔
人
出
家
・
破
戒
讃
の
系
譜
（
二
）

入
し
て
い
る
。

狂
言
『
六
人
僧
』
の
展
開
は
、
井
原
西
鶴
『
西
鶴
諸
国
ぱ
な
し
』
巻
一
の

七
「
狐
の
四
天
王
」
、
お
よ
び
同
書
巻
三
の
三
「
お
霜
月
の
作
り
髭
」
に
も

か
な
り
変
質
し
た
形
で
見
出
す
こ
と
が
で
き
莚

前
者
は
、
「
姫
路
に
住
む
狐
の
姫
を
誤
っ
て
礫
で
殺
し
て
し
ま
っ
た
本
町

筋
の
米
屋
「
門
兵
衛
」
夫
婦
や
、
そ
の
息
子
・
嫁
ま
で
も
が
、
人
に
化
け
て

乱
入
し
て
来
た
狐
に
よ
っ
て
坊
主
頭
に
さ
れ
て
し
ま
う
」
と
い
う
話
で
あ
る
。

連
鎖
的
に
僧
形
に
な
る
点
は
狂
言
と
共
通
し
て
い
る
が
、
酒
乱
は
も
ち
ろ
ん
、

熟
睡
の
要
素
さ
え
見
ら
れ
な
い
。
あ
く
ま
で
も
「
狐
の
復
讐
讃
」
と
し
て
構

成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
本
稿
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
酔
人
出
家
謨
」
の

定
義
・
系
譜
か
ら
は
外
れ
て
い
る
。

後
者
は
、
「
大
酒
飲
み
の
真
宗
信
者
と
法
師
が
お
取
越
（
親
鷺
上
人
の
報

恩
講
）
の
夜
に
飲
ん
で
、
翌
日
聟
入
り
す
る
若
者
の
顔
に
落
書
き
を
す
る
。

聟
入
り
の
席
で
恥
を
か
か
さ
れ
て
死
装
束
を
し
た
若
者
へ
の
詫
び
と
し
て
、

落
書
き
を
し
た
四
人
も
作
り
髭
を
し
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
話
は
、

大
酒
を
飲
ん
だ
同
行
が
悪
戯
を
し
た
結
果
、
自
分
も
付
け
髭
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
「
熟
睡
」
の
要
素
は
共
通
し
て
い
る
も
の
の
、

①
酒
を
飲
ん
だ
ほ
う
が
悪
戯
を
す
る
、
②
剃
髪
（
毛
髪
に
関
す
る
マ
イ
ナ
ス

の
変
身
）
で
な
く
付
け
髭
（
毛
髪
に
関
す
る
プ
ラ
ス
の
変
身
）
で
あ
る
、
③

悪
戯
を
し
た
ぼ
う
も
変
身
す
る
と
い
う
点
で
、
「
酔
人
出
家
讃
」
に
対
し
て

正
反
対
の
展
開
を
選
ん
だ
と
も
言
え
る
が
、
直
接
的
に
は
「
酔
人
出
家
誼
」

自
体
と
は
無
関
係
の
笑
話
と
捉
え
た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
と
も
に
狂
言

『
六
人
僧
』
の
延
長
線
上
に
は
あ
る
も
の
の
、
酔
人
出
家
謨
か
ら
遠
ざ
か
つ

二

五



た
と
言
え
よ
う
。

そ
の
他
の
類
話
に
、
十
返
舎
一
九
『
滑
稽
し
っ
こ
な
賄
』
や
『
耳
嚢
』
巻

一
「
悪
敷
戯
れ
致
間
敷
事
附
悪
事
に
頓
智
の
皇
聖
上
方
落
語
『
百
人
坊

蕊
、
江
戸
落
語
『
大
山
ま
い
座
な
ど
が
あ
る
が
、
本
稿
で
本
文
を
引
用

す
る
余
裕
が
な
い
。
い
ず
れ
も
一
人
の
男
へ
の
悪
戯
を
契
機
に
、
多
数
の
人

間
が
剃
髪
・
僧
形
と
な
る
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
「
酔
婆
羅
門
出
家
謨
」
の

系
譜
の
末
席
に
位
置
す
る
も
の
と
考
え
て
良
い
。

本
稿
で
は
、
酔
人
に
ま
つ
わ
る
説
話
を
大
き
く
「
出
家
謨
」
と
「
破
戒
讃
」

の
二
つ
の
型
に
分
け
て
、
そ
の
変
奏
の
有
り
方
を
検
討
し
て
き
た
。

「
酔
人
出
家
讃
」
の
本
流
は
、
『
大
智
度
論
』
『
法
苑
珠
林
』
を
原
拠
と
し
、

『
今
昔
物
語
集
』
『
三
国
伝
記
』
そ
の
他
多
数
の
説
話
集
に
収
載
さ
れ
て
き

た
「
酔
婆
羅
門
出
家
謨
」
で
あ
る
（
本
稿
第
一
章
）
。
『
金
沢
本
仏
教
説
話
集
』

『
言
泉
集
』
『
法
華
経
直
談
紗
』
な
ど
に
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当

該
説
話
が
説
法
唱
導
の
場
で
盛
ん
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
本

話
は
、
や
が
て
狂
言
『
悪
太
郎
』
や
『
六
人
僧
』
な
ど
の
形
で
演
劇
化
さ
れ
、

さ
ら
に
は
落
語
と
な
っ
て
一
般
に
広
く
流
布
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
七
章
）
。

ま
た
、
『
日
本
霊
異
記
』
所
収
の
「
酔
乞
者
出
家
謨
」
は
、
『
鼻
奈
耶
』
を

参
照
し
て
構
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
別
系
統
の
説
話
で
あ
る
（
二
章
）
が
、

釈
尊
自
身
に
よ
る
出
家
で
な
く
、
知
人
に
よ
る
悪
戯
を
契
機
に
法
会
で
の
奇

瑞
に
遭
遇
す
る
内
容
や
、
酔
人
が
路
傍
で
熟
睡
す
る
モ
チ
ー
フ
が
斬
新
で
、

ま
と
め

応
用
力
も
あ
っ
た
。
「
酔
乞
者
出
家
謨
」
の
モ
チ
ー
フ
は
狂
言
『
悪
太
郎
』

に
も
流
用
さ
れ
（
五
章
）
、
そ
れ
は
上
田
秋
成
の
『
捨
石
丸
』
に
も
援
用
さ

れ
た
（
六
章
）
。

「
酔
優
婆
塞
破
戒
謨
」
に
は
『
宝
物
集
』
型
と
『
三
国
伝
記
』
型
の
二
つ

が
あ
っ
た
。
前
者
は
『
薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
』
『
法
苑
珠
林
』
を
原
拠
と
す

る
破
五
戒
證
で
、
五
戒
の
う
ち
の
「
遮
罪
」
で
あ
る
飲
酒
戒
を
破
っ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
他
の
四
つ
の
「
実
罪
」
邪
淫
・
倫
盗
・
殺
生
・
妄
語
す
べ
て
を

破
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
三
章
）
。
後
者
は
出
典
未
詳
の
説

話
で
あ
り
、
「
破
戒
」
と
い
う
よ
り
「
五
逆
」
を
説
い
て
い
て
、
前
者
と
系

統
を
異
に
し
て
い
る
（
四
章
）
。
両
者
を
混
同
し
て
論
じ
て
は
い
け
な
い
。

「
捨
石
丸
』
は
「
大
酒
飲
み
の
捨
石
丸
が
、
殺
人
を
契
機
に
難
工
事
を
達

成
し
、
明
神
と
祀
ら
れ
る
話
」
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
「
酔
婆
羅
門
出
家
諄
」

の
型
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
「
刀
の
携
帯
」
「
路
傍
で
の
熟
睡
」
の
展
開
を
有

す
る
こ
と
か
ら
、
狂
言
『
悪
太
郎
』
の
享
受
下
に
成
立
し
た
可
能
性
が
高
い

（
六
章
）
。
『
宝
物
集
』
型
の
「
酔
優
婆
塞
破
戒
證
」
の
影
響
も
考
え
た
が
、

十
分
に
実
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

「
酒
が
一
番
悪
い
」
、
拙
論
の
副
題
で
も
あ
る
こ
の
命
題
は
、
本
来
「
酔

優
婆
塞
破
戒
讃
」
に
お
け
る
「
五
戒
の
中
で
何
が
一
番
重
要
か
」
と
い
う
問

い
に
対
す
る
答
え
で
あ
る
。
「
殺
生
戒
よ
り
も
飲
酒
戒
の
ほ
う
が
、
よ
り
重

要
だ
」
と
い
う
意
外
な
答
え
は
、
鶏
を
盗
み
殺
し
食
べ
た
優
婆
塞
の
み
な
ら

ず
、
酒
ゆ
え
に
人
生
を
方
向
転
換
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
他
の
す
べ
て
の

酔
人
た
ち
の
胸
に
も
深
く
染
み
入
る
も
の
で
あ
る
。
酔
人
出
家
讃
・
破
戒
讃

は
多
く
の
書
物
に
収
載
さ
れ
、
無
数
の
説
法
の
中
で
利
用
さ
れ
て
き
た
。
そ

一
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れ
は
ひ
と
り
、
酒
を
飲
む
こ
と
に
何
の
差
し
障
り
も
な
い
一
般
の
参
拝
者
、

聴
衆
だ
け
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
酒
は
、
習
合
し
た
神
社
の
御
神
酒
用
に

僧
坊
酒
と
し
て
寺
院
内
で
も
造
ら
れ
、
ま
た
「
般
若
湯
」
の
忌
み
名
の
も
と
、

僧
堂
や
草
庵
で
隠
然
と
飲
ま
れ
て
き
た
。
当
該
説
話
は
、
こ
の
飲
み
物
の
真

の
恐
ろ
し
さ
・
危
険
性
を
「
殺
生
」
と
結
び
付
け
る
こ
と
で
強
く
警
告
す
る

も
の
で
あ
り
、
僧
侶
自
身
が
自
戒
を
込
め
て
語
り
継
い
で
き
た
も
の
で
あ
っ

た
ろ
う
。

酔
人
出
家
讃
は
仏
教
者
に
と
っ
て
誠
に
め
で
た
い
説
話
で
あ
り
、
酔
人
破

戒
證
は
酒
飲
み
に
と
っ
て
全
く
あ
り
が
た
く
な
い
、
「
明
日
は
我
が
身
」
と

身
に
つ
ま
さ
れ
る
説
話
で
あ
る
。
酔
人
出
家
・
破
戒
誼
を
読
み
、
ま
た
聴
聞

し
た
者
た
ち
は
、
こ
れ
を
人
生
の
教
訓
と
し
、
時
に
は
人
に
酒
を
勧
め
て
仏

法
を
説
き
、
時
に
は
自
ら
酒
を
謹
ん
で
身
の
破
滅
を
防
ぎ
、
た
だ
ひ
た
す
ら

悟
り
へ
の
道
を
突
き
進
む
の
で
あ
る
。

注（
１
）
成
立
は
不
明
で
あ
る
が
、
永
禄
三
年
厳
島
神
社
観
世
大
夫
法
楽
能
で

演
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
一
巻
訓
頁
）
。

（
２
）
『
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
の
研
究
本
文
篇
中
』
（
表
現
社
、
昭
和
四

八
年
）
郡
頁
。
『
悪
坊
』
の
内
容
も
本
書
所
収
の
本
文
を
利
用
し
た
。

（
３
）
田
口
和
夫
「
『
悪
太
郎
』
の
形
成
と
展
開
」
『
狂
言
論
考
』
三
弥
井
書
店
、

昭
和
五
二
年
。
初
出
は
『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
七
二
巻
、
昭
和
四
五

年
九
月
。

（
４
）
日
本
古
典
文
学
大
系
『
狂
言
集
（
下
）
』
岩
波
書
店
、
昭
和
三
六
年
、

酔
人
出
家
・
破
戒
謨
の
系
譜
（
二
）

理
頁
。

（
５
）
『
上
田
秋
成
全
集
』
第
８
巻
、
中
央
公
論
社
、
平
成
五
年
。

（
６
）
美
山
靖
氏
校
注
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
春
雨
物
語
書
初
機
嫌
海
』

（
新
潮
社
、
昭
和
五
五
年
）
記
頁
。

（
７
）
「
悪
に
強
い
は
善
に
も
強
い
」
と
い
う
慣
用
句
は
、
幸
若
舞
曲
『
敦
盛
』

や
『
景
清
』
（
大
江
嘉
永
本
）
な
ど
に
も
見
え
る
。
ま
た
、
後
掲
の
秋
成

の
言
辞
は
、
『
西
遊
記
原
序
』
（
宝
暦
八
年
刊
『
通
俗
西
遊
記
』
）
の
「
此

心
放
ツ
ト
キ
ハ
即
チ
妄
心
ト
為
ル
。
妄
心
一
起
ス
ル
ト
キ
ハ
則
チ
能
ク
魔

ト
作
ス
。
此
心
収
ム
ル
ト
キ
ハ
則
チ
真
心
卜
為
ル
」
を
典
拠
と
す
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。

（
８
）
該
当
箇
所
は
、
大
正
新
脩
大
蔵
経
四
六
巻
諸
宗
部
三
『
摩
訶
止
観
』
岬

頁
、
あ
る
い
は
岩
波
文
庫
『
摩
訶
止
観
』
下
巻
琢
頁
で
あ
る
。

（
９
）
「
魔
仏
一
如
観
」
に
つ
い
て
は
、
小
椋
嶺
一
氏
「
秋
成
『
魔
仏
一
如
観
』

の
系
譜
」
（
『
大
谷
女
子
大
学
国
文
』
一
○
号
、
昭
和
五
五
年
）
に
詳
し
い
。

（
、
）
『
捨
石
丸
』
後
半
部
で
、
非
力
な
小
伝
次
が
修
行
し
て
変
幻
自
在
の
武

芸
を
体
得
し
、
捨
石
丸
の
力
を
凌
駕
し
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
点
は
、

物
語
の
主
題
・
構
想
の
上
で
と
て
も
重
要
で
あ
る
。

（
Ⅲ
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
狂
言
記
』
岩
波
書
店
、
平
成
八
年
。

（
ｕ
）
『
西
鶴
諸
国
ぱ
な
し
』
は
貞
享
二
年
刊
。
該
当
話
は
『
定
本
西
鶴
全
集
』

第
３
巻
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
三
○
年
）
妬
・
乃
頁
に
見
え
る
。

（
Ｂ
）
『
十
返
舎
一
九
全
集
』
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
五
四
年
）
獅
頁
。

（
料
）
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
胴
巻
（
三
一
書
房
、
昭
和
四
五
年
）

狸
頁
。

一
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付
記日

本
昔
話
通
観
羽
巻
『
日
本
昔
話
タ
イ
プ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
』
（
同
朋
舎
出
版
、

昭
和
六
三
年
）
の
笑
い
話
桝
番
に
「
お
れ
は
誰
か
」
と
い
う
話
型
名
の
昔
話

が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
同
書
研
究
篇
２
『
日
本
昔
話
と
古
典
』
（
同
朋
舎
、
平

成
一
○
年
）
に
は
、
当
該
昔
話
と
主
要
モ
ヲ
ー
フ
が
対
応
す
る
古
典
と
し
て
狂

言
『
悪
太
郎
』
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
両
書
に
拠
れ
ば
、
同
話
は
北
は
青
森
か

ら
南
は
熊
本
ま
で
、
日
本
全
国
で
九
話
の
類
話
が
あ
り
、
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ヅ

バ
に
も
類
話
が
多
く
分
布
す
る
と
い
う
。
詳
細
な
比
較
検
討
は
避
け
る
が
、
多

様
な
展
開
を
示
す
こ
の
昔
話
の
主
眼
は
、
剃
ら
れ
た
自
分
の
頭
を
撫
で
な
が
ら

主
人
公
が
つ
ぶ
や
く
「
お
れ
は
い
っ
た
い
誰
だ
ろ
う
」
と
い
う
言
葉
の
不
条
理

性
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
「
髪
の
毛
」
を
媒
介
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
の
問
題
で
あ
る
。
展
開
・
主
題
か
ら
考
え
て
、
当
該
話
は
、
本
稿
で
言
う
と

こ
ろ
の
「
酔
人
出
家
・
破
戒
霞
」
と
は
別
系
統
の
笑
話
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

追
記本

稿
は
、
仏
教
文
学
会
の
一
九
九
三
年
一
一
月
例
会
、
お
よ
び
伝
承
文
学
研

究
会
二
○
○
○
年
一
月
例
会
で
の
研
究
発
表
を
踏
ま
え
て
い
る
。
席
上
も
し
く

（
巧
）
『
百
人
坊
主
』
に
つ
い
て
は
『
現
代
上
方
落
語
便
利
事
典
』
（
雪
渓
書
房
、

昭
和
六
二
年
）
を
参
照
し
た
。

（
応
）
『
大
山
ま
い
り
』
に
つ
い
て
は
、
関
山
和
夫
『
落
語
風
俗
帳
』
（
白
水
社
、

昭
和
六
○
年
）
や
、
興
津
要
『
古
典
落
語
（
下
）
』
（
講
談
社
文
庫
、
講
談

社
、
昭
和
幻
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

は
そ
の
後
、
貴
重
な
御
意
見
や
資
料
を
御
教
示
く
だ
さ
っ
た
多
く
の
先
生
方
に

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
み
う
ら
・
し
ゅ
ん
す
け
本
学
非
常
勤
講
師
）

二

八


